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Ⅰ 問題の所在  
標題が意味することは，アジア的思惟および実践へのヨーロッパ側の接近が，  
ヨーロッパ的思惟の再生・復興であるという理解を含むということであり，こ  





25   
文化論集第7号  26   
ら検討し，最後に「ヨーロッパのアジア化ルネッサンス」の例として，筆者が  
直接に話を聞いたベネディクト会周辺のいわゆる「ChristlicherZen」の可能  















とになるであろう（1）。」   




けとれるであろう。   
ここで語られている「第三の心的機能」の具体的内実が「意識」および「無  
意識」そして，すべての人間のうちにひとしくある太古の人間性の残淳，日光  
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や空気と同じようにすべての人間に贈られている，一切の分化と発展からとり  
残された共有財産のトポスと語られるに至った「集合無意識」へと展開されて  


















なったといってよいであろう。   
モーリス。メルロ＝ボンティの『知覚の現象学』が上梓されたのが1945年，  
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意識の問題にべルグソンが踏み込んでいないことを批判する。客観的身体とい  
う従来の観点を克服すべく，世界内存在としての「私」の行う行為を導く「実  









身体たらしめているものであると語られる。   
そしてこの習慣的身体という層に，世界内存在としての「私」が行う行為の  
「実存的な指向弓」として「身体的図式」がはたらいているとメルロ＝ボン  
ティは理解するのである。   
この習慣的身体とは「意識」に直結したコギタチオの問題領域を語るもので  
あるが，興味あることはhabituelとactuelというとらえ方が，中世スコラ学  




が成立するとされる。   
つまり感覚認識によって成立する主体としての自己を意識してそこに成立す  
る自己認識を，a）cognitiosuiactualisと呼ぶのである。   
いづれにせよ，メルロ＝ボンティの「習慣的身体の層」とは，われわれの  
「意識」のはたらきに直接，密接に関わる身体的位層であるとされるのである。  
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「ヨーロッパのアジア化ネルッサンスへの傾斜」というパースペクティヴに  
とって重要なことは，このようなメルロ＝ボンティの身体理解からは，次のよ  
うな解釈地平がそこから拓かれてくることにある。   














と別なものではないと強調する。   
先に「身体の受肉」という多少シニカルな表現で語った身体問題の方位性の  
ひとつがここには明確な形で示されている。   
つまり「言語化された身体」から「身体の受肉」へという方向は「身体性の  
獲得」という問題提立として理解していくことができるように思われるからで  
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と理解されるであろう。   
問題は，われわれの近身体的世界領域が馴れ親しんだ表情をもって一挙に開  
示される，というコスモス体験がいかなる仕方でもたらされるかということに  
ある。   
言い換えれば，身体を貫いて広がる身体性が世界に対するいかなる眠懇知に  
よってもたらされ，支えられるのか，ということになるであろう。   
キーボードの空間を自己の身体空間へと統合する，すなわち，身体性をキー  
ボードの空間へと浸透させるためには，キーを正確に早くたたくという身体動  
作の反復によるしかないことは明白である。   
ならば，この世界全体が馴れ親しんだ表情をもって，コスモスとしての家郷  
をわれわれに開示し，その安らぎの内にわれわれが住み込める可能性は，はた  










と通底するからである。   
さて，これまでアジア的思惟方法に対して自覚的接近を表明したC・G・ユ  
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者たちにも敬意が払われる」ことが明言されたのである（2）。   
また教皇ヨハネ23世によって第ニバチカン公会議の顧問神学者の一人に任命  
されたカール・ラーナーはその独自の超級論的キリスト論（transzentale  














とになったのである。   
すなわち，ラーナーは次のように語る。   
これまで取り扱ったことから，「無名のキリスト教anonymesChristentum」  
なるものが存在するということも言える事であり，第ニバチカン公会議におい  
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れにあづかっているということになる。   
非キリスト教徒といえども救済システムという聖秩序の外に追放された人間  
ではなく，みずからがそれと自覚しない「anonymeChristen」として，イエ  
ス・キリストの名との出会いの途上にある広義の意味でのキリスト者という位   
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も教会側の理解は次のように変わらぬものであることが確認されている。  
キリストの人性   
キリストの人性を心理学的立場から詳しく研究することは禁止されていない   
が，このように困難な研究において， 新しいことをつけ加え，自分の著作を   
弁護するため，カルケドン公会議の権威と決定を曲げて使う者がある。彼ら   
は，キリストの人間性が，それ自体で存在する主体であって，みことばのペ   
ルソナ（位格）において存在するものでないと説明している。しかしカルケ   
ドン公会議は，エフェソ会議と完全に同じことを教えている。すなわち，わ   
れわれの救い主の神性と人性は「唯一のペルソナ」において存在するもので   
あって，キリストを二つに分け，みことばの他に，完全に自立した「人性」   
があったということを禁じたのである（4）。  
いづれにせよ，神が人となったという理解が救済論的原点をなしていることは  
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も「身体」と「聖霊」とのかかわりの何らかの展開が可（能となるからである。   
すなわちこの方向からは，「洗礼」の新たな解釈の試みも，教皇庁内部から  
は無理としても，修道院およびその周辺からは打ち出されてくる可能性はある。   
そのような事例として次に，ベネディクト会周辺の一種の民衆運動と理解さ  
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のような多様なイメージによって表現されている。   
○キリストの死と復活への参与（ローマ6・3－5，コロサイユ・12）   
○罪を洗いきよめること（1コリント6・11）   
○あらたに生まれること（ヨハネ3・5）   
○キリストによって明るい光へと導きいれられること（エペソ5・14）   
○古い衣をぬぎすててキリストによる新しい衣を着ること（ガラテヤ3・  
27）   
○霊による更新（テトス3・5）   
○洪水からの救い（1ペテロ3・20～21）   
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すべての罪からの心のきよめ，義とするわざとして，その倫理的意味あいが強  
調されている（ヘブル10・22，1ペテロ3・21，使徒22・16，1コリント6・  




されている（6）。   
その意味でバブテスマはキリスト者の共通のしるし，その保障の封印と理解  















であるは）」と語る。   
このような基本理解に至った上で，ホイーラー・ロビンソンはバブテスマの  
意味を四つに分・けて挙げている。  
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第一に，それは罪からのきよめを意味する。「すぐ立って，御名をとなえて  
バブテスマを受け，あなたの罪を洗い落としなさい」（使徒22・16，1ペテロ  






















た記述がある。   
「わたしはあなたたちに水でバブテスマを授けるが，わたしよりも優れた方  
39   
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が来られる。わたしは，その方の履物のひもを解く値打ちもない。その方は，  
















Ⅴ 水の象徴  
バブテスマの不可欠な構造要件である「水」についてその象徴的意味として  
第一に挙げられる聖書記述は『創世紀』冒頭箇所であろう。   
「初めに，神は天地と創造された。地は混沌であって，闇が深淵の面にあり，  
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又逆に水中に没することは，存在以前の形なきものへと帰ること，未分の状態  
への回帰と意味する。それゆえ水のシンボルは死及び再生の意味を担うもので   
ある。   
つまり，水の機能として理解される意味とは，形をうばい，未分の状態への  









われわれが水から上ると同時に新しい人が表われる。」と語る。   
しかし水中に没するバブテスマには『ヨブ記』に記されている「ベヘモット  
龍」にまつわる民間伝承による解釈も付け加えられ，特にあとで見る「イエス  
の洗礼図」のモチーフのひとつとなっていく。   
つまりバプテスマとは海の怪物べへモットとの決闘のために水中深く下降す  
ることであるが，このアレゴリーの原型となったものが，キリストのヨルダン  
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またバプテスにおける裸身の象徴は，完全な充足を意味するもので，堕罪以  
前の楽園での無時間の相を表わすとされている。  





















注ぐこと。」（7・1”3）   
滴礼と湛水礼との起こりはこの『デイダケー』にある「水不足」の場合の他  
42   
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に，重い病の床にある者が，死に臨み，自らバブテスマを希望したときに止む  
なく，代用手段として行なわれた事例に由るとされる。   
この病を理由とする滴礼ないし海水礼の最初の歴史的記述は，250年頃のも  





















し，今日なお多く現存している伍頚。   
バブテスマの様式に関するならば，浸礼が13世紀までは一般的ならわしで  
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能な場合にのみ許されるべきである旨の布告がなされるまでになった。   
しかし1311年，ラベンナの宗教会議で滴礼あるいは潅水礼が浸礼と同等の合  
法性を持つことが認められ，この時以来，浸礼から潅水礼，滴礼への以降が西  






論を侯たないであろう。   
イエス・キリストの受洗はその聖書の記述の中心が「霊」あるいは「神の  
霊」また「聖霊」が鳩のような天からイエスに降ったという点に存する。   
とすれば，「イエスの洗礼図像」は，そのクライマックスの場面を表わすも  
のとして，その図像の構成表現に絵画的コードによるメッセージがこめられて  
いるはずである。   
われわれは以下年代順にいくつかの「キリスト洗礼図」をみていくことにし  
たい。  
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図 3  
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うしたのか，海よ，逃げ去るとは ヨルダンの流れよ，退くとは」という記述  
と，『詩編』77・17「大水はあなたを見た。神よ，又水はあなたを見て，身も  










49   



























50   
ヨーロッパのアジア化ルネッサンスの問題  51  
の一部，鳥の羽ペンで措いたもの（コピー）。オリジナルは1870年シュトラー  
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図15  
53  
図16   
〔図11〕アンドレア・ピサノのブロンズレリーフ，フィレンツェの洗礼堂南  
扉。1330年～1336年。   
この図像で注目すべきことは，キリストのバブテスマに潅水礼となって滴礼  
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れの他の止水のようにも思われ，キリストのくるぶしをやや過ぎるまで浸して   
いる。  
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の背後で二天使が衣を広げ支え持っている。港頂の水以外の流れは措かれてい   
ない。  
さて以上「キリスト洗礼図」を年代順に何例か見てきたのであるが，これら  
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を通観するとキリストを浸す水線の変化に気がつく。まとめるとつぎのように   
なる。   
図1 6C，カタコムベ壁画一腹部まで水没   
図2 546年～556年，ラベンナ象牙レリーフ一腹部まで水没   
図3 9C後半，クルドフ礼拝用詩編集さし絵一肩まで水没   
図410C未，ロートリンゲンの書物表紙象牙レリーフー下腹部まで水没   
図511C初，ホシオス・ルカス修道院モザイクー肩まで水没   
図61011年－1014年，ベルンヴアルトの聖福音集さし絵一腹部まで水没   
図71170年頃，ランツベルクのヘラドのペン画一肩まで水没   
図81200年頃，ヘルマルスハウゼンの聖福音集さし絵一腹部まで水没   
図9，101290年頃，ロストックのマリア教会フォントー胸まで水没   
図111330年～1336年，アンドレア・ピサノ洗礼堂ブロンズレリーフーー  
下腹部まで水没（潅水礼）   
図121410年頃～1420年頃，マイスター「リューネブルクの金板」作－  
わずかに下腹部を浸す   
図131450年頃，ピエロ・デラ・フランチェスカ作一足真のみ（潅水礼）   
図141505年－1508年，ヤン・ヨエスト・ヴァン・カルカール作一足首の  
上まで水没   
図151580年以後，伝ティントレット作一足首の上まで水没（潅水礼）   
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スカにおいては水はキリストの足裏をわずかにぬらす程度となり，これほどで  
はないにしても，16世紀以降になるとせいぜい足首の上ぐらいまでの水没とな  
る。エル・グレコにおいてはキリストを浸す水さえ描かれていない。   
問題は，全身浸水が本来的バブテスマの様式であると理解されていた時代，  
図像上は15世紀前半まで，身体を水に沈めることの本質的意味がどのように理  
解されていたと解釈すべきかというところに存する。   
「キリスト洗礼図像」における図像構成はバブテスマの頂点時の形象化であ  
るはずだから，どの身体部位が水に浸っているかは，水の意味と身体の意味と  




われのたどりついた間である。   
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うとされていが㊥。   
この書の思想の外的影響について，ヴイルヘルムはさらにつぎのように説明  
する。   
「もう一つの考え方としては，キリスト教の直接の影響があったとする意見  
がある。唐代には，唐の皇帝と同盟を結んだウイグル族の宗教であったネスト  
リウス派のキリスト教が非常に崇拝されていた。これは781年（唐の徳宗の建   
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司士参軍 呂秀巌書」とある。   
以上からすれば，ヴイルヘルムが語っている呂秀巌はこの碑の文字を書いた  
人物であり，この碑の文章を作ったアーダームとシリア語で名のる景浄とは当  
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はもはや分つことはできない〔ゲーテ〕」と語るのである¢功。   
ユングとヴイルヘルムのこの共著の初版は1929年でありすでに半世紀以上も  
経っている。多くの版を重ね，英訳にはペーパー・ バックの廉価版もあるほど  
で，道教の内丹の法とキリスト教の結びつきを示唆したこの言葉は第ニバチカ  
ン公会議のキリスト教対話路線と相まって，洗礼再解釈のシンクレティズムの  




との間にどのような思想的共約性の可能性があるのかを探っていくことにした   
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（しん）」が生ずるとされる。神とは人間を指導する原理であり，人に人格を  









て，其姓名を口伝するのみ。」   
『洞其太上素霊洞元大有妙経』によれば，三丹田の上丹田に住む「上一」は  
「赤子帝君」と呼ばれ泥丸高に住む。「中一」は「真人」と呼ばれ繚宮に住み，  
「下一」は「嬰児」という名で下丹田に住んでいる。   
われわれの問題とすべきテーマはこの「下丹田」に関わる。   
『抱朴子』内篇，至理巻第五に「澄泉を丹田に凝らし」という文がある。丹  
田に澄みきった泉をたたえるとあるが，下丹田は水シンボルと深くかかわって  






であり火を表わす。神火は上丹田（泥丸首）を本拠となす。   
つぎに意土は中宮の天心とされるが，これも五行説に従がえば，土は方位は  
中央，五精は意であり，中丹田を本拠とすると理解される。  
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最後に精水とは天に先立つ真に一なるものの気とされているが，五行説では，  
水は北，五精では精にあたる。『周易』では水は吹≡であり，北に配せられる。  




と呼ばれることが記されている。   















雷（陽の気）が潜んでいる状態をいう。   
さて，この陰の極まりは「水郷の鉛」という語で表わされる。「第八草 道  
造訣」では「作用は一なる中に外ならず，而して枢機は全く二目に在り。二目  
とは斗柄なり。造化を斡旋し，陰陽を転遷す。其の大薬は則ち，始終，一水の  
62   
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だけである。   
つまり「水郷の鉛」とは陰の原理の純粋な状態，陰の極であり，瞑想ではふ  
つう，打坐して心が静かになった状態とされる。つまりさきの「日，大水に落  
ち」無権の状態が現出した境といえる。   
白票観蔵版『真修図』では，「彿名趨州狗儒名大極道云玄水郷鉛」とあり，  
仏教では遭州狗子，即ち「無」，儒教では「太極」，道教では「玄水郷鉛」と名  
づくとされている。   
すなわち，下丹田の玄水郷に没し尽し混沌に戻った死の状態といえる。この  
玄永郷，つまり次の領域下丹田にこそ太乙神君が居すとされる。（「太乙神君居  
元」（『其修図』）   
太乙とは北極星を表わし，北は『周易』では「次」であり；吹は水を意味す  
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いた女性的なるものの領域であるが，伝統的象徴は欠落している。   
プネウマ（気息）によって身体内水域へと全身浸礼し，死して再生する。こ  
れを「坐禅」による「大死一番絶後に蘇る」という見性体験に結びつけようと  
64   
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（7）H・オイーラー・ロビンソン Fバプテスマ本質』，高野進訳，ヨルダン札1985年，16ページ。  
（8）同書16ページ。  
（9）同書！5”16ページ。  
（1q バプテスマ教会の一部では，バブテスマによって人間が再生するのではなくて，キリストの膿   
罪の業に対する信仰と神の恵みによって救われた人間がその救いの公的な証としてバブテスマを   
受けるのであると解釈している。つまりバプテスマは福音の真理の象徴的信仰告白と理解するの   
である。（天利信司rバブテスマj，バプテスマ文書刊行会，61ページ，72ページ参照）   
㈹ 例えば，ストラボーン著F地誌Jでは，死海の塩水について「泳ぎのできない人でも，沈まず   
に本片のように浮ぶものだ」「泳ぎ手になる必要は全くなく，水に入る人は沈まずに浮き上がっ   
てしまう。」（6巻2章，9節，9巻2章42節）とあり，バブティゾーという語が「水を港ぐ，ふ  
りわける」という意味では決して用いられていないことが確認できる。   
㈹ 天利信司 Fバプテスマj52ページ。   
㈹ W・L・ラムキン F浸礼の歴史』12ページ。   
㈹ 天利，前掲蕃334ページ。   
㈹湯浅訳前掲書129”130ページ。   
㈹ 同書，訳者解説312－320ページ。   
㈹ 同書，131ページ。   
㈹ 「阿羅本」の読みを神直通著『景教入Ⅲ（都文館）では「ア・ルワーン」とする伊藤説を   
探っている。「大秦景教流行中国碑」のテキスト解釈等はこの書に依っている。   
㈹湯浅訳前掲書132ページ。  
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¢q 同番131－132ページ  
飢）アンリ・マスベロ r道教」東洋文庫329，川勝義雄訳，平凡社，261ページ証71。  
囲湯浅訳前掲杏158ページ。  
（凋I司書203ページ。  
糾 同沓234ページ。  
闘 アンリ・マスベロ前掲沓261ページ，註71。   
